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トラックドライバー不足の予測

シミュレーション結果（標準ケースで推移した場合）

• 2015年度に14.1万人のドライバー不足が発生

• １トラック運送事業者当り約2.3人のドライバー不足



トラック事業者がドライバーを確保するために

１．多様な労働力の活用

２．魅力ある職場

３．職場での様々な工夫



多様な労働力を活用するための工夫

• 男性中心の職場環境を改善（ユニフォーム、トイレ、休憩室の改善）

• 勤務体制の改善（休日のローテンションの工夫、育児休暇制度の導入、再
雇用制度の確立）

• 子供を育てやすい環境の整備（託児所の自社設置、外部託児所との契約、
補助支給）

女性の活用

• 新卒採用のための定期的・計画的な学校訪問

• 企業見学・体験学習の実施

• 物流に対する認知、理解を深める

若年層の活用

• 定年退職者の再雇用制度の導入（65歳まで）

• 高齢者の適正にあった職種の設定（長距離ドライバーから地場ドライバー、
荷役作業等の負荷の少ない作業職種への転換）

• 作業の省力化や機械化等に対する工夫

高齢者の活用



魅力ある職場のための工夫

• 独自の社内表彰制度を導入・充実

• 無事故手当の等の報奨制度の導入・充実

働く意欲へのインセンティブ

• キャリアアップの仕組みの検討と導入

• 収入と連動させて魅力を増す

キャリアアップ（職責の向上）

• 安全教育を徹底させて事故削減につなげる

• 内部研修・外部研修の積極的活用

教育・研修制度の充実



職場での様々な工夫

• グリーン経営

• Gマーク

• ISO9000

企業の社会的認知度の向上

• インターネットのホームページに採用の項目

• 女性も働ける職場であることをアピール

• 求人に社会保険の状況も提示

募集方法の工夫

• 厚生年金を従業員の負担なしで加入

• 社員の健康管理に積極的に取り組む

福利厚生の取り組み

• 定期健康診断に加え人間ドックを受けさせる

• 社内旅行の実施

定着率を上げる工夫



業界団体の役割

• CM等によるイメージアップ、PR活動

• リクルート用のイメージDVDの作成

• 業界見学、体験学習の企画調整

• 学校教育での「物流」の取り組み

• 業界全体の安全・環境規制の法令順守の促進

• Gマークの普及促進

業界のイメージアップ・認識向上

• ドライバーの職業資格制度

• 優良ドライバーの表彰制度の充実

労働に対するインセンティブ



事業用トラックを運転するドライバー専用免許

プロ意識の向上、プロドライ
バーとしての社会的認知

アメリカのCDL（コマーシャ
ル・ドライバー・ライセンス：
商業用自動車運転免許証）



Gマーク取得事業者の優良ドライバー
表彰制度

事業用ドライバーの
プロ意識再確認

安全面で優秀なドラ
イバーを表彰


	トラックドライバーを安定的に確保するための方策について��『輸送の安全向上のための優良な労働力（トラックドライバー）確保対策の検討』�報告書（2008年9月）より
	トラックドライバー不足の予測
	トラック事業者がドライバーを確保するために
	多様な労働力を活用するための工夫
	魅力ある職場のための工夫
	職場での様々な工夫
	業界団体の役割
	事業用トラックを運転するドライバー専用免許
	Gマーク取得事業者の優良ドライバー表彰制度

